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本地械は 7 すアサ・マグナ白首縁 K ゐたり.糸魚川一静岡構造線が南北 K

走ヲている.しかし最近ではc.田構造線を否定する傾向があり .3U;白地

紙巴分布する瀬戸川累層群.砲爪層群.静岡層群坦届序関係.地質構造等白

問題などはラきりしない点が少な tない。

2本地蛾は千番好之助(11.山崎直樹121.伊田一普{31.小池消l剖，滝浪勉{51申

告氏がそ回一部分を調査きれた E とがあるが.全域回調査結果Kついてはま

だ報告されていない.筆者は Eれまで四割査報告をもと IC.本地紙白眉序関

係.泡質構造等担問題を解明するベ t努力した.

1 .地形

c.o嶋域は赤石山脈白前山ともいうべきと Eろで.北民組爪山(1 0 4 1 

冊〉がそびえ.大小田起伏をつ(."て桟機l勾IC続いている. c.白山稜は西側

目安倍川 Kモモ¥"小沢と東側 IC涜れる県111.長尾川，巴川など回問。E舟)jc磁

をなし.壮年期目地形を示している. c.田龍爪山脈回東斜蘭は古 (tJ>ら7.

ヲサ・マグナ由商縁として鎗じられて曇たと E ろで愈雌をなしている.

n. 地 質

E由地厳正は瀬戸川累層群天徳寺層群・祖爪層群・静岡層群長尾 7 砂.'" 

s 型互膚.穂積頁岩層が分布し.安倍川治い回一部舟には低位段丘軍事膚があ

る.

様昭和34年度卒畢生 -9-



A.告 輪

①瀬戸川黒m群天徳寺層群161(根l勾次郎氏申告)主として.頁岩ないし頁岩

申告Eれた砂岩頁岩田互屈で部分的。E 砂岩田優れた互層~石灰質頁岩.'1;灰岩

が 30 - 50冊目厚さをもラて入。て〈る.安倍川治い由地蛾は頁岩ないし

頁岩田優れた砂岩頁岩互膚で.とき IC石灰質となヲている E と色あるが.束

。E寄るにしたが。て.一般に 砂岩田優勢な砂岩頁岩田五胆が舟布 してい る.

頁岩は黒色で風化すると赤禍色.茶鍋色となり.千枚岩状由特徴を示して

もあい，石灰質となるとかなり硬貨となり，角岩的様相を示すも四さえある.

砂岩は薄月面白と是正は黒邑 ，厚庖をなすとき ICは白灰色~灰補色である.. 

告はほとんどない.

本局は一般走向 N20'-40・E.傾斜は 5O. - S O. W-NWで. と曇

IC東 IC傾斜し 50・_700 E を示す.

@飽爪層群l剖(小池消氏命名〕砲爪山脈白主体をなし.主として火成岩か

らなるが.とき IC頁岩ないし砂岩貰皆目互届を升在している.

Eの火成岩を次白ょう IC分類した. aアルカリ斑窃岩(テフシ s邑 γ岩}

b輝緑岩 c玄武岩 .dlll函玄武岩. e組問岩. f石英Il[岩. g輝緑凝灰岩

E れら白うち広 t分布しているも由は包面岩と組面玄震岩でd.>るが，地域

白南端部由践儲山付近にはアルカリ斑続岩が分布している. c.れ K援してい

る組閣岩類と由問。Eは逆断層が見られる.門屋，森谷沢には輝緑凝灰岩が z
Om内外田厚きで西側ι傾斜して入。ている.石英斑岩は穂爪山田東北方，

穂積神社西北方自沢.桜峠トンネル白北方 IC舟布し，緑巴ないし緑鵠色で白

斑をもっている.玄武岩.アルカ，)斑蛎岩.程面玄武岩.祖国岩は同一マグ

マから白骨化 K よる生成と考えられ.そ田区別は肉眼的陀困難な乙とが多い・ ! 

介在している頁岩は N10・-200 E.10....S0.E.W回走向.傾斜で .E l 

れは火成岩体白発達白方向を示すも E と考えられる.

@静岡層群.lal (伊国一普氏命名}

(a)長尾 7 Uプシ s 型互層(伊国一普氏命名131) 地域白東方で北滝層 IC漸移

し e 西方で秘積頁岩層 K移化する.書単脂は 50 cm以下回有律申砂岩頁岩互

層で，下部では砂岩がす 4・れ，上部槌償頁岩層匹近づ(ICしたがヲて.厚事

由等 Uい 10 cm内外国互層となり.頁岩周 IC漸移する.砂岩は黒灰色~灰白
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白色白等位質で斜長石.輝石，緑泥石.黒雲母.頁岩田制片などを官んでい

る.頁岩は，黒色~禍色で一位 K砂岩より薄い・ E由互層田中には簡単な対

称 槽曲とそれK ともなう断層がある.

(功穂積頁岩崎.寺田貞拍氏1711cょ，て穂積神社黒色頁岩層と命名されてい

たが¥筆者は改めて諸積頁岩層としたも四で伊国一普氏131田寺社畑黒色泥岩

旭町一部陀包含されるも申である a 上部は穂爪層群と接層で援し，下部は有

律 白砂 岩夏 場互腸K漸移する.下部には泥質白磁省を含んでいると Eみも.，

るが.上部 E なる圧したがって堅直鍬密になり.操岩.石灰岩を害少含んで

いる。頁岩圧は不定方向田割れ目が発遣し. ¥ずれやすい.

@段丘様届.野周平は段丘破局からなり.様質は現在目安倍川目疎とほと

んど変わらないも申である.

B.地質構造

二つ由逆断層児よヲて，瀬戸/11累層群・寵爪層群・静岡旭署， IC骨材られる.

西側目瀬戸川累層群天樫幸層群と間爪層群と白附田断層はN20・_80G E.

700
_ 8 OOW白走向傾斜を示 v• 工藤周一氏(81が大河内村方面で命名した大

河内断層由延長と考えられる.また軍側白筒爪層群と蹄岡層群と由間四断層

も商倒申色白とよ 4似た走肉傾斜を示して N20・-300 E.65"-80・W で

ある. C. ID断腸は最魚川ー静岡構造線と考えられているも由である.

天徳寺層群は商IC傾斜する等斜欄曲をなし.ー般走向はN1 0"-4 50 .E ; W 

ないし NWID方 向 IC3 0・-80・傾斜している.

砲爪層群は主 IC火成岩からなるが.介在している頁岩から考えると.ほほ

南 北 IC近¥.ゃ'!'東 ICよヲた走向を示している.頁岩田走向は一般 IcN10"

~15eE .傾斜は~ (は 700-8O' Wであるが場所 ICよ， τ東 IC傾 (r.とも

ある.

静岡層群長尾フ Vッシ s 型互..，cは簡単な対称槽曲が見られる.また足沢

付近ICはい tっか回走向方向正走，ている小断層が昆られ.いわ申晶失脚断

層圭呼ばれるべきも回でめる.

C.対比Eび地質年代

天lIIl寺層群からは化石は見つからなか 9 たが.か，て本膚申中から古第三

紀漸新世古糊型回日四国lopoπla Tsuchii Mizuno (MS)な eID軟体動敏

-1'1-



化石群が発見事れている E とから考えると古第三紀漸新世田堆贋と考丸てよか

ろう. な府瀬戸川累層群は房総半島田償問層群 IC対比が賦みられている.

施爪層群田火成岩は大井川層群田堆積当時 IC.海底。E噴出併入したも田で

中新jIl:古期 F，にあたるも Eと考える. また本膚は頁岩を介在して相り .c.れ

は女神付近 IC分布するも白と闘賞と考えられ，女神"ICあたると考えられて

いる. 本腸は西八代層群 IC対比される.

静岡層群田長尾フ Pヲシ品型豆腐.穂積頁岩層はいずれも岩相から考えて

大井 jllJII群田進来膚もし tは書真層群と対比され.中新世前期から中新世中

制 IC堆積したも白と考える.

D.火成岩

@アルカ 9 斑蛎岩(テプシ~ '"岩} 院横山一司WIC分布する貫入岩体で一般

。E暗緑色ないし緑灰色である.主として斜長石.鱒石 ，沸石などからなり，

輝石は普通輝石.品ジル輝石，斜長石は曹灰長石もし tは亜灰長石でソーシ

皐舟石化作加を~分 IC つりている. 梯石類は球願状をなし.低屈折車で低い

干渉色である.

@鱒緑岩.組粒玄武岩田貫入岩石である. 1 0幅内外申厚きで南北方向に

貫入し.大岩.有意など IC且られる.

③玄武岩.西側地域陀比較的多 t分 布 Uている.

@租面玄武岩，玄武岩と租面岩由中間型で. もヲとも広 4分布し.青梅色

ないし賞禍邑で多 tは組函岩組織を有する.有孔貧国も申がfI.(孔 tζ 沸石fP

晶出している.

@租商岩，飽爪山脈回東側地紙 IC分布し，賀補色ないし黒褐色で白色白斑

品がある.中性長石を含み粗商岩組織をなしている. 輝石の敏晶を含むがあ

まり事 tない.

@石英斑岩，間爪山脈回東側地獄。E南北巨細長 t分布し.緑梅色ないし緑

白色で白い斑4ーがある. また租薗岩を捕獲し，角圏構を含んでいる色申がるる.

⑦鱒緑凝灰岩.r，昆.森寄沢匡分布し厚き 30鴨 fらい. 緑褐色で杏仁状

申沸正Tを持つ担面玄武岩田角磁をとり Eんでいる.

m. 結 曾

(11本地紙庄は瀬戸iII果層群 E天徳寺層群〉・穂爪層群・静岡層群{長尾 フ 。
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ジ s 型互層.穂組頁岩層〉・段丘礁周が卦布している.

121天億寺層群は主IC頁岩からなり.龍爪層群は南北田定向に発迭し圭 IC包商

玄震岩，組関岩がらなる・また静岡層群は穂爪層群と断層で接し.断層付近

庄は頁岩ないし 泥岩が分布し .しだい児プリ タシ込型互膚 IC漸移する.

131瀬戸川累層群・抱爪層群・静岡層群はいずれ色よ t似た逆断層で接してい

る.

{金l天徳寺脳群は古第三紀漸新世 田准績で健闘層群に対比され.龍爪層群は中新

iIt前期 F，回大井川層群回女神崩と同時代 K噴出併入したも四で.さら IC秘

蹟頁岩脳.長尾フりアジュ型互lfIは中新世印刷白都わり頃ないし中制圧かり

て田堆績で大井川脳群逢来緬.倉其層群応対比される.

{61火成岩はアルカリ斑絹岩.部緑岩.玄武岩.租面玄武岩.粗商岩，石英直

岩.輝緑凝灰岩などである.

稿を車寄る巴あたり.竹内正医.飯島輝彦両助教畿なら<:11C地学教室刷係各

位 IC探甚なる捌意を表する Uだいでる.
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